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グローバル×デジタルを加速する技術革新F E A T U R E D  A R T I C L E S

Society 5.0を支えるエネルギーシステム

佐藤 康生｜Sato Yasuo

渡辺 雅浩｜Watanabe Masahiro

中沢 健二｜Nakazawa Kenji

吉本 尚起｜Yoshimoto Naoki

山田 竜也｜Yamada Tatsuya

大規模電源を核とした従来の電力システムから，再生可能エネルギーの導入拡大，分散化，
デジタル化，電化・電動化などを取り込んだ新しいシステムへの移行が急速に進んでいる。
日立は，国内外の情勢を踏まえつつ，Society 5.0を支えるエネルギーシステム，特に電力システム
の将来に関する技術的課題に対する取り組みおよび政策・制度的課題への提言を進めている。
本稿では，エネルギーシステムのあるべき姿を共有して社会的合意を形成していくために，
オープンで，定量的・客観的な情報発信・共有を行う評価プラットフォームに必要となる解析技術
と枠組みを紹介する。

1. はじめに

近年，再生可能エネルギー（以下，「再エネ」と記す。）
電源の大量導入，ICT（Information and Communication 
Technology）の発展，グローバル化の進展，人々の価値
観の変化などにより，経済や社会の在り方，産業の構造
が急速に変化している。日本政府は現在，そのような経
済や社会の変革に対応した新たな価値を創出し，豊かな
暮らしがもたらされる「超スマート社会」を未来の姿と
して共有し，世界に先駆け社会課題の解決を実現してい
くSociety 5.0という方針を掲げている。日立は，この
Society 5.0を支える将来のエネルギーシステムについて
提言を進めている。
2016年6月には，産学協創の新たなスキームとして東
京大学と「日立東大ラボ」を設置した。このラボを通じ

て，再エネの導入拡大，分散化，デジタル化，電化・電
動化などを取り込んだ新しいシステムへの移行が急速に
進んでいく状況において，技術的課題や政策・制度的課
題を抽出し，関係者と問題意識の共有を図りながら，提
言として公開している1）。

2.  将来のエネルギーシステムの
あるべき姿

Society 5.0では個人の生活が主役となって，地域社会
ごとに特色のあるエネルギーシステムが構築される。こ
れまでの規模拡大を前提とした均一性をもった集中型の
概念から，それぞれの地域で人々の想像力を活用してエ
ネルギーのさまざまな課題を解決し，価値を創造してい
く世界をめざす。
経済・社会・産業の構造が急速に変化する中で，さま
ざまなインフラと互いに連携・協調し，かつ，地域社会
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に適したエネルギーシステムの構築が求められている。
一方，再エネ導入による地域的偏在や時間的変動のため，
一つの地域社会でエネルギー需給や価値のやり取りを閉
じることは難しい。基幹システムが複数の地域社会をつな
ぎ，システム全体を調整する役割を果たす。地域社会のエ
ネルギーシステムと基幹システムとの役割は画一的でな
くなり，共存を前提として再構築していく（図1参照）。
このようなビジョンを実現するためには，技術的にも
多様な選択肢の準備が必要である。特に，太陽光発電や
風力発電などの出力変動は電力系統に及ぼす影響が大き
い。IEA（International Energy Agency）では，導入率
で4つのフェーズに分けて（～5％／～10％／～30％／
30％以上），それぞれの段階でハード・ソフト両面の対
策を積み上げていくことを提唱している2）。例えば，ア
イルランドでは，2020年に電力量の再エネ比率が40％に
達する見込みであり，瞬間的には電力需要の4分の3を再
エネでまかなうことも想定されている。これに対し，例
えば再エネ出力・蓄電・需要のきめ細やかな調整技術が
開発されている。

2.1

地域社会で挑戦すべき新しい方向性

個人の生活が主役となって，地域社会ごとに特色のあ
るエネルギーシステムに向けては，電力・ガス・水道に
加えてICT・自動車・物流などが連携・協調して生活を

支えるため，地域社会に適したシステムを再構築する必
要がある。個人が利用するエネルギーの価値は，CO2削
減や地域資源保護などの環境性，さらには生活の利便性
や快適性に関わる価値などに多様化していく。このよう
にエネルギー消費からサービス利用に変化する流れの中
で，それぞれの地域が求める異なるサービス品質に合わ
せたエネルギー流通を実現していく。
また，VRE（Variable Renewable Energy）などの分
散型電源の比率が高まるにつれて，電力システムにおけ
る電力の価値は，いわゆるkWh価値というエネルギーの
「量」の価値に加えて，電力システム全体で必要とする容
量（供給力）への貢献を意味するkW価値や，短期変動
への需給調整能力を表すΔkW価値などの電力システム
全体で見たエネルギーの「質」を支える調整力の価値も
必要となる。エネルギー利用がサービス利用に変容して
いく地域社会では，これらの新しい価値についても，流
通および取り引きのためのインフラや制度を組み入れな
くてはならない。

2.2

基幹システムの変革を支える枠組み

エネルギーシステムが変革する中，基幹システムは社
会全体の「3E+S（Energy Security, Economic Effi  ciency, 
Environment, Safety）」を向上する重要な役割を担う。
複数の地域社会でエネルギーの需給や価値の授受が行わ

地域社会
ごとに特色のあるエネルギーシステム

個人の生活が主役

社会全体の3E+Sを向上

幅広い視点で
未来のエネルギーシステムをデザインできる

人財

リアル空間とサイバー空間の
融合を共有した

ステークホルダーとの議論

挑戦と変革に向けた

制度 ・ 政策
日本が有する

技術優位性

地域社会

基幹システム

・ 地域社会と基幹システムは， 共存を前提として再構築
・ 急増する分散リソースを統合する協調メカニズムの確立

図1｜ Society 5.0を支える
エネルギーシステム全体像

地域社会ごとに特色のあるエネルギーシステムと，そ
れをつなぐ基幹システムが共存する。

注：略語説明
3E+S（Energy Security, Economic Effi  ciency, Environment, Safety）
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れ，基幹システムがこれらをつなぐ役割を果たす。また，
現在，各地域の垂直統合型の電力会社で担保している
kWh以外の価値，例えば，安定供給や環境性などの価値
について，発送電分離の後は定量化および指標化してエ
ネルギーシステム全体として担保していく必要がある。
地域社会のエネルギーシステムと基幹システムとの役
割は画一的でなくなり，共存を前提として再構築する必
要がある。現在，基幹システムが電力系統全体を制御す
る役割を担っているものの，将来は再エネや分散型電源
によって地産地消やレジリエンシーの向上をめざす電力
システムを持つ地域社会が増加し，基幹システムも地域
社会からの調整力の供給を利用することで，「3E+S」が
成立した世界が実現する。
地域社会ごとに特色のあるエネルギーシステム群を構
築していく中で，基幹システムとの役割分担については，
それらを実現する手段としての制度・政策（社会システ
ム）も含めて再定義することが重要である。

3. 評価プラットフォームの在り方

3.1

解析技術

地域社会と基幹システムの役割を具現化するため，電
力を中心に社会全体のエネルギーシステムを分析・評価
できるプラットフォームの整備を進めている。
これまでに，基幹システムにおける再エネ導入拡大に
向けた各種施策を技術・便益の観点で評価することを目
的とし，広域安定度シミュレータを開発した。再エネの

大量導入時に，需給バランス確保に加え，系統各地の故
障を想定した過渡安定性を考慮して，再エネ導入限界や
出力抑制必要量の検討を可能とした。想定する電力需要，
VREの発電量，電力設備機器特性，想定事故ケースを入
力し，ステップ1の需給運用計画，ステップ2の系統安定
化対策のシナリオ策定を行い，系統安定化対策の効果の
評価としてステップ3で過渡安定性評価，ステップ4で経
済・環境性評価を行う（図2参照）。
評価指標としては，例えば年間の発電コストやCO2排
出量の増減量を算出している。事例として，東日本系統
を対象とした安定性評価モデルを用いた検討などを始め
ている（図3参照）。なお，解析に必要となる電力系統や
発電設備の情報は公開されていないため，地図情報など
から推定した近似データや電気学会標準モデルなどで代
用している。
また，将来のエネルギーシステムでは，基幹システム
と地域社会をデジタルでつなぐ新しい制御技術を組み込
み，実践して，さらに市場取引システムや制度設計など
もあわせて整備していく必要がある。
例えば，VPP（Virtual Power Plant：仮想発電所）や
デマンドレスポンス，再エネのスマートインバータなど
の新しい制御技術を開発していく。現在，火力発電や揚
水発電が担当している需給調整機能を地域社会の電力制
御で分担することによって，既設システムのポテンシャ
ルを有効に利用して社会システムの費用対効果を最大化
する。そのためには，地域社会の膨大な設備を連携する
ITインフラの整備や，効果を最大化する制御スキーム，
もしくはインセンティブなどのルール構築が重要である。
また，評価解析や分析に用いるデータの公開・開示の

入力

ステップ1: 需給運用計画 ステップ2: 安定化対策のシナリオ策定

電力需要， VRE， 系統構成， 設備機器特性， 想定事故ケース

起動停止計画（UC）
VREの出力抑制ケース策定

揚水などの電力貯蔵機器の活用

電力設備の過負荷解消および
潮流断面の作成

出力配分計画（ELD）

レビュー
ステップ3: 過渡安定性評価

ステップ4: 経済 ・ 環境性評価（発電コスト， CO2， VRE抑制量）

図2｜広域安定度シミュレータの概要
再エネ導入拡大に向けた各種施策に関し，技術の
実現性および便益を評価する。需給バランスに加え，
系統各地の故障を想定した過渡安定性を考慮し，
再エネ導入限界や出力抑制必要量を算出する。評
価指標は年間の発電コストやCO2排出量である。

注：略語説明
VRE（Variable Renewable Energy），UC（Unit Commitment），ELD（Economic Load Dispatching Control）
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仕組みについても整備が必要である。評価プラット
フォームを用いて，新しい制御体系のデジタル連携技術
を開発していく。

3.2

評価プラットフォームの進化

これまで基幹システムは，広域運用によって隣接する
基幹システムと連携することで全体最適化が進み社会に
もたらす価値を向上させてきた。
今後，配電や需要家に加え，モビリティシステムとの
連携など，エネルギー産業以外とのクロスインダスト
リーへと進化させ，CPS（Cyber-physical System）とし
て評価環境を構築・共有していく。さらに，Society 5.0
の世界を支えるエネルギーシステムを評価できる環境と
して進化させて，多くのステークホルダーと新たな世界
を議論してソリューションを作り出していくプラット
フォームとして活用していく（図4参照）。

4. 挑戦と変革に向けた制度・政策

エネルギー資源を巡る世界情勢の変化や，グローバル
レベルでの市場参加者の多様化，EV（Electric Vehicle）・
蓄電池や水素をはじめとするさまざまな技術革新の可能
性などによって，政治・経済・技術のあらゆる面でエネ
ルギー分野の不確実性が高まっている。このような不確
実な時代において，柔軟な意思決定を可能とするため，
シナリオ分析の枠組みを，EBPM（Evidence Based Policy 
Making）を踏まえて導入していく必要がある。
シナリオ分析とは，単一の未来予測ではなく，複数の
未来の可能性を探り，おのおののシナリオでのエネル
ギーシステムの在り方とそこへ向かう方策をデザインす
るための手法である。不確実性の高い経済環境や地政学
的リスクなどの変化要因を評価軸とし，それらがエネル

図3｜ 広域安定度シミュレータの画面例
再エネ導入拡大に向けた各種施策を技術・便益の
観点で評価することを目的とした解析ツールである。
再エネの大量導入時に，需給バランス確保に加え，
系統各地の故障を想定した過渡安定性を考慮して，
再エネ導入限界や出力抑制必要量の検討を可能と
する。

システム凡例

全国規模の融通を
視野に入れた運用

ロ
ー
カ
ル
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統

基幹
系統

顧
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値
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化

産業創出による
経済拡大

全体最適による
経済性向上

規制強化による
環境性向上

個別最適化に
よるコスト削減

各エリアの
個別評価

広域安定度
シミュレータ

需給シミュレータ

統合
エネルギーシミュレータ
発電／系統／需要家の

統合制御

クロスインダストリー
エネルギーシミュレータ
モビリティ／アーバン／製造の
余剰電力活用を評価

DR/VPP
シミュレータ
需要家 ・ 再エネ
挙動の模擬

単体システム
（基幹系統 ・ 大電源）

複数の同一システム
（広域 ・ 再エネ）

システムの複雑化

異種システム連携
（配電 ・ 需要家）

システム共生
（クロスインダストリー）

「つなぐ」コンセプトで再エネ大量導入を実現

図4｜ エネルギーシステム
評価プラットフォームの進化

横軸はシステムの複雑化を表し，エリアごとのシステ
ムから，広域系統，地域系統との連携，他産業との
共生へと進む。縦軸は価値の進化で，個別最適か
ら始まり，全体最適・産業創出による経済性向上へ
進む。莫（ばく）大な分散リソースとの協調について
効果評価・運用できる環境の構築を進めていく必要
がある。

注：略語説明
DR（Demand Response），VPP（Virtual Power Plant）
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ギー分野に与える影響を複数のシナリオで分析し，それ
らに対する対策を準備するものである。近年，さまざま
な国や企業で不確実性への対応策として導入が拡大して
いる。
日本においても上述の評価プラットフォームを活用し
ながら，2030年さらには2050年へと続く移行過程の道筋
を複数シナリオでさまざまなステークホルダーと議論し
ていく。

5. おわりに

Society 5.0では，個人の生活が主役となって，地域社
会ごとに特色のあるエネルギーシステムが構築される。
そこではデータが重要な役割を果たし，電力だけでなく
新たな価値やサービスが供給される。基幹システムは社
会全体の「3E+S」を向上する重要な役割を担う。地域社
会と基幹システムの役割は画一的ではなくなり，共存を
前提として再構築する。電源の分散化，基幹システムと
多数の地域社会との連携，さらには人の行動など協調・
調整すべき要素が指数関数的に増加して，これらの分散
リソースを統合する新しい協調メカニズム技術を確立し
ていく。

執筆者紹介

佐藤 康生
日立製作所 研究開発グループ 

エネルギーイノベーションセンタ 

エネルギーマネジメント研究部 所属
現在，エネルギーソリューションの研究開発に従事
電気学会会員

渡辺 雅浩
日立製作所 研究開発グループ 

エネルギーイノベーションセンタ 

エネルギーマネジメント研究部 所属
現在，エネルギーソリューションの研究開発に従事
博士（工学）
電気学会会員，IEEE会員

中沢 健二
日立製作所 エネルギー業務統括本部 

次世代エネルギー協創事業統括本部　
戦略企画本部 所属
現在，エネルギー部門の事業企画に従事

吉本 尚起
日立製作所 研究開発グループ 

システムイノベーションセンタ 社会システム研究部 所属
現在，需要家視点の都市ソリューションの研究に従事
博士（工学），技術士（化学部門，総合技術監理部門）
日本建築学会会員，高分子学会会員，応用物理学会会員，
日本化学会会員

山田 竜也
日立製作所 エネルギー業務統括本部 

次世代エネルギー協創事業統括本部　
戦略企画本部 所属
現在，エネルギー分野での協創事業の推進に従事

参考文献など
1） 日立東大ラボ，Society5.0を支える電力システムの実現に向けて
（2018.4）， 

h t tp : / /www.h t - lab.ducr.u- tok yo.ac. jp /wp-conten t /
uploads/2018/06/bbc2b918068597ff9f86bbef7fb3d320.pdf

2） IEA, Integrating variable renewables: Implications for energy 
resilience, Asia Clean Energy Forum 2017（2017.6）

3） 木下喜仁，外：再生可能エネルギーの大量連系時を想定した系統
運用を評価するシミュレータの開発，平成30年 電気学会 電力・エ
ネルギー部門大会，No.202（2018.9）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


